
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。
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　ホームページ http://www.city.inagi.tokyo.jp/ 
　公式ツイッター http://twitter.com/inagi_city 
　メール配信サービス（登録される方は、左のQRコードから、 
　または「inagicity@emp.ikkr.jp」に空メールを送信してください） 
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開庁時間　午前8時30分～午後5時 

人口 

男 

女 

世帯数 

86,228 

43,651 

42,577 

36,783

人 

人 

人 

世帯 

（67人減） 

（28人減） 

　　（39人減） 

（22世帯減） 

※人口及び世帯数は、住民基本台帳に 
　よるものです。 

人口と世帯数 
平成25年12月1日現在　　（前月比） 

緑につつまれ友愛に満ちた 

市民のまち稲城 
2013
平成25年 

第1140号 12.15
毎月1日・15日発行 

主
な
記
事 

JR南武線高架上り線一部区間運休 
固定資産税 
人事行政の運営等の状況 
市職員の給与等の状況 
「エコかるた」で楽しく環境学習！ 
保健施設（温泉センター）利用助成 
2歳児歯科健康診査 

2 面 
3 面 
4 面 
5 面 
6 面 
7 面 
8 面 

毎
月

日
号
2
面
に
「
市
長
コ
ラ
ム
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

15
稲
城
消
防
署
及
び
消
防
団
が
歳
末
消
防
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す

■日　

月　

日（
火
）〜　

日（
月
）　

■時
午
後
６
時
〜　

時　

■問
稲
城
消
防
署
防
災
課
消
防
団
係　

1　

・
７
１
１
９

１２

２４

３０

１０

３７７

氏名・学校名各賞

�谷　くるみさん（稲城第三中学校）市長賞

 田  島 　 美  桜 さん（稲城第六中学校）
た じま み お

日野税務署長賞

�谷　くるみさん（稲城第三中学校）全国納税貯蓄組合連合会優
秀賞

田島　美桜さん（稲城第六中学校）東京国税局管内納税貯蓄組
合連合会優秀賞

 竹  内 　 唯 さん（稲城第六中学校）
たけ うち ゆい東京納税貯蓄組合総連合会

会長賞

 伊  藤 　 愛 さん（稲城第一中学校）
い とう まな南多摩納税貯蓄組合連合会

会長賞

 植  田 　 澪 さん（稲城第二中学校）
うえ だ れい

南多摩納税貯蓄組合連合会
優秀賞

 川  村 　 幸  穂 さん（稲城第二中学校）
かわ むら さ ほ

�谷　くるみさん（稲城第三中学校）

 福  田 　 栞 さん（稲城第四中学校）
ふく だ しおり

 大  沢 　 里  奈 さん（稲城第五中学校）
おお さわ り な

 山  藤 　 舞  香 さん（稲城第五中学校）
さん どう まゆ りか

 塩  入 　 輝 さん（稲城第五中学校）
しお いり てる

竹内　唯さん（稲城第六中学校）
田島　美桜さん（稲城第六中学校）
大沢　里奈さん（稲城第五中学校）東京都八王子都税事務所長賞

　

市
役
所
の
窓
口
業
務
は
、
年
末
が　

月　

日（
金
）ま
で
、

１２

２７

年
始
は
平
成　

年
１
月
６
日（
月
）か
ら
で
す
。
そ
の
他
、
市

２６

の
関
連
施
設
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
年
末
は
家
庭

か
ら
出
る
ご
み
・
資
源
物
の
量
が
大
変
多
く
な
り
ま
す
。
最

終
収
集
・
回
収
日
に
集
中
し
な
い
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
少
し

ず
つ
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
（　

月
１
日
号
２
面
ま
た

１２

は
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）
。
休
日
急
病
診

療
所
は
８
面
カ
レ
ン
ダ
ー
内
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市役所・各施設　　　　　　 は休みです。　　　 は平常どおりです。
6日
（月）

5日
（日）

4日
（土）

3日
（金）

2日
（木）

1月1日
（水）

31日
（火）

30日
（月）

29日
（日）

28日
（土）

27日
（金）問い合わせ施設名

婚姻・出生・死亡など戸籍の届け出は、
市役所の当直員がお預かりします。

休日窓口
開庁

（市役所
のみ）

1378－2111
（市役所）

市 役 所
（平尾・若葉台出張所）

1378－3421保 健 セ ン タ ー

1370－2280オ ー エ ン ス
健 康 プ ラ ザ

通常体制（4科）の救急対応となりますが、12月30日（月）の午前中は、外科を除く内
科、小児科、産婦人科の3科で、複数の医師が救急対応を行います。受付時間は午前
8時30分から11時までです。

1377－0931市 立 病 院

インターネットからの会議室申込は随時行えます。1378－2112地域振興プラザ

「あそびの広場」も、この期間は休みです。1378－6366子 ど も 家 庭
支 援 セ ン タ ー

1378－3366福 祉 セ ン タ ー
（社会福祉協議会）

1370－7510消 費 者 ル ー ム
（消費者相談室）

1042－797－7641
（午前8時30分～午後10時）
※12月30日（月）及び1月
1日（水・祝）～3日（金）は、
使用料払い込みなどの手続
きはできません。

火葬業務
南多摩
斎 場 通夜のみ

利用可　
告別式の
み利用可

通夜のみ
利用可　

告別式の
み利用可式場業務

使用開始・中止など
10570－091－100
1042－548－5100

漏水など
10570－091－101
1042－548－5110

※上段の電話番号はナビダイヤ
ル、ＰＨＳ・ＩＰ電話などからは下
段の電話番号へおかけください。

東 京 都 水 道 局
多 摩 お 客 さ ま
セ ン タ ー
（水道に関する
問 い 合 わ せ ）

※体育施設、文化センター、図書館などについては、生涯学習だより「ひろば」12月15日号（本号に折り込み）をご覧ください。

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始
のののののののののののののののののののののののののの

年
末
年
始
の

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
のののののののののののののののののののののののののの
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務

市
の
業
務

年年
末末
年年
始始
のの

市市
のの
業業
務務

中中
学学
生生
のの
「「
税税
にに
つつ
いい
てて
のの

作作
文文
」」
及及
びび
「「
税税
のの
標標
語語
」」

のの
優優
秀秀
作作
品品
をを
パパ
ネネ
ルル
展展
示示

■日
 
　

月　

日（
月
）〜　

日（
火
）

１２

１６

２４

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

■場
 

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

※
期
間
終
了
後
は
、
日
野
税
務
署

１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

■問
 

日
野
税
務
署
総
務
課　

1　

・
０４２

　
　

月　

日
、
市
役
所
に
お
い
て

１１

２８

平
成　

年
度
中
学
生
の
「
税
に
つ

２５
中
学
生
の

中
学
生
の

「
税
に

「
税
に
つ
い
て
の

つ
い
て
の

作
文
」

作
文
」

優
秀
作
品
を
表
彰

優
秀
作
品
を
表
彰

い
て
の
作
文
」
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

市
内
の
６
中
学
校
か
ら
寄
せ
ら

れ
た　

編
の
作
文
の
中
か
ら　

作

６５７

１０

品
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
（
左
表
参

照
）
。

■問
 

日
野
税
務
署
管
理
運
営
第
一
部

門　

1　

・　

・
５
６
６
１
、
南

０４２

５８５

多
摩
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会　

1

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

稲城
なしのすけ

　

市
で
は
新
た
な
リ
サ
イ
ク
ル
の

取
り
組
み
と
し
て
、
市
内
公
共
施

設
や
家
電
販
売
店
な
ど
に
専
用
の

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
使
用

済
み
小
型
電
子
機
器
９
品
目
の
拠

点
回
収
を
開
始
し
ま
す
。

　

各
設
置
施
設
の
開
館
時
間
に
ボ

ッ
ク
ス
へ
投
函
で
き
ま
す
の
で
、

ご
家
庭
で
使
い
終
わ
っ
た
小
型
電

子
機
器
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
回
収
開
始
日　
　

月　

日（
月
）

１２

１６

▽
設
置
施
設
（
設
置
場
所
）

①
市
役
所
（
１
階
総
合
案
内
横
）

②
中
央
文
化
セ
ン
タ
ー（
窓
口
横
）

③
第
三
文
化
セ
ン
タ
ー（
窓
口
横
）

④
第
四
文
化
セ
ン
タ
ー（
窓
口
横
）

⑤
城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
（
窓
口
正

面
）

⑥
中
央
図
書
館
（
カ
ウ
ン
タ
ー
正

面
）

⑦
総
合
体
育
館
（
窓
口
正
面
）

⑧
平
尾
出
張
所
（
窓
口
横
）

⑨
ｉ
プ
ラ
ザ
（
１
階
窓
口
正
面
）

⑩
ノ
ジ
マ
若
葉
台
店
（
相
談
カ
ウ

ン
タ
ー
正
面
）

※
回
収
対
象
品
目
は
、　

月　

日

１２

１５

発
行
「
広
報
い
な
ぎ
ご
み
減
量
特

集
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
が
含
ま
れ
る
も
の
は

事
前
に
デ
ー
タ
を
削
除
し
て
か
ら

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
乾
電
池
は
必
ず
取
り
外
し
、
有

害
物
の
収
集
日
に
お
出
し
く
だ
さ

い
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

月　

日（
月
）か
ら
開
始

１２

１６

使
用
済
み

使
用
済
み

小
型
電
子
機
器
の

小
型
電
子
機
器
の

拠
点
回
収

拠
点
回
収

（
ボ
ッ
ク
ス
回
収
）

（
ボ
ッ
ク
ス
回
収
）

　

・　

・
０
５
７
２
、
市
役
所
納

０４２

５８４

税
課
税
管
理
係

　

・
５
６
６
１
、
市
役
所
納
税
課

５８５税
管
理
係

 　  　 
たか や

▲受賞者の皆さんほか

　稲城市イメージキャラクター「稲
城なしのすけ」がエントリーしてい
た「ゆるキャラグランプリ2013」
の結果が、11月24日に埼玉県羽生市
で開催された「ゆるキャラさみっと
in羽生」で発表されました。
　「稲城なしのすけ」は100,901ポ

イント
を獲得し、エントリー総数1,580体
中、第30位となりました。都道府
県ランキングでは東京都で第1位と
いう栄冠も手にすることができまし
た。
　ご協力ありがとうございました。
■問経済課商工観光係

ゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆるるるるるるるるるるるるるキキキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャャラララララララララララララグググググググググググググララララララララララララランンンンンンンンンンンンンプププププププププププププリリリリリリリリリリリリリ2222222222222000000000000011111111111113333333333333結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果発発発発発発発発発発発発発表表表表表表表表表表表表表!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城ななななななななななななななななななななななななななななななししししししししししししししししししししししししししししししののののののののののののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ稲城なしのすけ第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第333333333333333333333333333333 0000000000000000000000000000003 0 位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!稲城なしのすけ第30位!!

▲ゆるキャラさみっと

▲

in羽生の会場にて　

▲11月26日の定例記者会見で
�橋市長にもご報告

▲稲城市ブースで稲城の
ＰＲも行いました　



２５・１２・１５ 代表電話は378－2111　（2）

凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

稲城市長
�橋　勝浩

市
長
コ
ラ
ム

  
稲  
門  
祭 
の

と
う 
も
ん 
さ
い

イ
ベ
ン
ト
に
出
演 No.26

　

先
日
、
早
稲
田
大
学
の
稲
門

祭
に
出
演
依
頼
が
あ
り
、
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
早
大

卒
業
生
向
け
の
催
し
で
す
が
一

般
に
も
開
放
さ
れ
て
お
り
、
毎

年
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
春
先
か
ら
、
昭
和　
６０

年
に
卒
業
し
た
同
級
生
で
建
築

学
科
卒
業
の
Ｔ
氏
が
中
心
と
な

り
、
大
震
災
や
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
に
よ
る
想
定
外
の
被
害
・

事
故
が
相
次
ぐ
中
「
非
構
造
部

材
の
耐
震
化
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
準

備
し
て
い
ま
し
た
。
最
初
に
声

を
か
け
ら
れ
た
時
は
、
そ
の
よ

う
な
専
門
的
な
話
題
に
門
外
漢

の
私
な
ど
･
･
･
と
遠
慮
し
て

い
ま
し
た
が
、
大
学
本
部
か
ら

は
専
門
家
の
難
し
い
話
だ
け
で

は
来
場
者
の
興
味
を
引
か
な
い

と
い
う
意
見
で
、
企
画
自
体
が

没
に
な
り
そ
う
だ
と
の
こ
と
で

し
た
。
一
般
人
の
目
線
で
コ
メ

ン
ト
を
し
て
く
れ
る
だ
け
で
い

い
か
ら
と
の
誘
い
に
乗
せ
ら
れ
、

渋
々
承
諾
。
打
ち
合
わ
せ
段
階

で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
大
げ
さ

だ
か
ら
座
談
会
程
度
に
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
名
目
は
『
想
定

外
で
も
安
全
へ
「
み
ん
な
の
安

心
空
間
」
大
座
談
会
』
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
建
築
学
科
卒
業
で

東
京
大
学
教
授
の
Ｋ
氏
が
吊
り

天
井
に
関
す
る
危
険
性
に
つ
い

て
基
調
講
演
を
行
い
、
他
の
メ

ン
バ
ー
が
意
見
発
表
、
そ
の
後

に
来
場
者
を
交
え
た
座
談
会
を

行
い
ま
し
た
。
理
工
学
研
究
科

修
士
課
程
終
了
で
国
土
交
通
省

勤
務
の
Ｋ
氏
か
ら
は
、
法
規
制

の
観
点
の
み
で
は
安
全
確
保
に

限
界
が
あ
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
、

土
木
工
学
科
卒
業
で
茨
城
大
学

教
授
の
Ｋ
氏
か
ら
は
、
大
規
模

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
関
係

者
間
の
想
定
外
の
食
い
違
い
の

影
響
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
建

築
学
科
卒
業
で
早
大
教
授
の
Ａ

氏
か
ら
は
、都
市
計
画
の
観
点
・

ま
ち
づ
く
り
か
ら
見
た
安
心
空

間
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
か
ら
は
、
公
共
施
設
に
お

け
る
耐
震
化
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
発
表
を
し
ま
し
た
。
稲

城
市
で
は
「
構
造
」
の
耐
震
化

に
つ
い
て
早
期
か
ら
取
り
組
ん

で
お
り
、
大
震
災
前
の
平
成　
２２

年
度
に
概
ね
補
強
工
事
が
済
ん

で
い
ま
す
。今
後
の
課
題
は「
非

構
造
部
材
」
の
耐
震
化
で
す
。

一
部
の
天
井
や
高
い
場
所
に
あ

る
照
明
等
の
落
下
防
止
措
置
が

必
要
で
、
本
年
度
ま
で
に
総
点

検
を
実
施
、
平
成　

年
度
ま
で

２７

の
３
年
間
で
落
下
防
止
対
策
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
は
思
わ
ぬ
き
っ
か
け
で

同
級
生
と
再
会
し
、
新
た
に
知

り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
学
を
卒
業
し
て
も
う
す
ぐ　
３０

年
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
専

門
家
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
人
脈
も
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

南
武
線
は
、
矢
野
口
駅
か
ら

JR
府
中
本
町
駅
間
で
高
架
上
り
線（
川

崎
方
面
）
へ
の
切
り
換
え
工
事
を

行
い
ま
す
。
そ
の
間
、
一
部
の
区

間
を
運
休
し
、
バ
ス
に
よ
る
代
行

輸
送
を
行
い
ま
す
（
図
１
参
照
）。

　

乗
り
換
え
の
際
、
所
定
の
電
車

へ
の
接
続
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
日
）

１２

２２

■時
 

午
後
６
時　

分
ご
ろ
〜
終
電

３０

※
当
日
は
、
終
夜
、
切
り
換
え
工

南
武
線

JR高
架
切
り
換
え
工
事

高
架
切
り
換
え
工
事

に
よ
る
運
休

に
よ
る
運
休

　

月月　

日日（
日
）

（
日
）午午
後
６
時

後
６
時　

分
ご
ろ
〜
終
電

分
ご
ろ
〜
終
電

１２１２

２２２２

３０３０

事
が
行
わ
れ
る
た
め
、
特
に
沿
線

に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
当
日
、
悪
天
候
等
の
や
む
を
え

な
い
事
情
に
よ
り
切
り
換
え
工
事

が
で
き
な
い
場
合
は
、
予
備
日
と

し
て
平
成　

年
１
月　

日（
土
）に

２６

２５

実
施
し
ま
す
。

振
替
乗
車

　

運
休
時
間
帯
に
登
戸
駅
〜
立
川

駅
間
を
ご
利
用
の
方
は
、
他
の
交

通
機
関
へ
の
振
替
乗
車
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。　

南
武
線
の
乗
車
区

JR

間
切
符
を
お
買
い
求
め
の
う
え
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
（
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ

や
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
乗
車
券
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）。

▽
振
替
乗
車
で
き
る
交
通
機
関　

東
急
電
鉄
、
小
田
急
電
鉄
、
京
王

電
鉄
、
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

■問
 

○
運
休
に
関
す
る
こ
と
＝
南
武

線
高
架
化
工
事
専
用
「
電
話
案
内

窓
口
」
【　

月　

日（
日
）か
ら　

１２

１５

２３

日（
月
・
祝
）ま
で
開
設
】　

1　

・
０５０

２
０
１
６
・
１
６
２
５

※
予
備
日
の
場
合
は
、
平
成　

年
２６

１
月　

日（
土
）か
ら
開
設
し
ま
す
。

１８

※
詳
細
は　

南
武
線
市
内
各
駅
に

JR

あ
る
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

○　

南
武
線
連
続
立
体
交
差
事
業

JR
に
関
す
る
こ
と
＝
区
画
整
理
課
南

武
線
・
三
駅
整
備
係

運行本数減 運行本数減 運休区間 

川
　
崎
　
駅 

武
蔵
小
杉
駅 

武
蔵
溝
ノ
口
駅 

登
　
戸
　
駅 

中

野

島

駅 

稲

田

堤

駅 

矢

野

口

駅 

稲
城
長
沼
駅 

南

多

摩

駅 

府
中
本
町
駅 

分
倍
河
原
駅 

立
　
川
　
駅 

運行本数減 運行本数減 運休区間 

約25分～35分 
間隔で運転 

約
５
分

約
５
分 

約
５
分

約
５
分 

約
25
分 

約
10
分 

約
５
分 

約
５
分 

約
25
分 

約
10
分 

約35分～45分間隔で運転 
（単線運転） 

ほぼ通常どおりの運転 

バス代行輸送 バス代行輸送 

図1　運休区間図

　

毎
月
第
１
金
曜
日
に
金
曜
サ
ロ

ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
を
行
っ
て
い
ま
す

で
あ
る
安
藤
雄
太
さ
ん
は
、
災
害

復
興
支
援
を
陣
頭
指
揮
し
た
り
、

市
民
が
地
域
を
変
え
た
事
例
を
つ

く
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
体
験

か
ら
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
あ
り
方

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

後
半
は
、
「
稲
城
を
良
く
す
る

た
め
に
何
を
す
べ
き
か
」
を
グ
ル

ー
プ
で
話
し
合
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
一
緒
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■日
 

平
成　

年
１
月　

日（
水
）

２６

１５

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階
会
議
室

■講
 

安
藤　

雄
太
氏
（
東
京
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）

■費
 
　

円
３００

■限
 

平
成　

年
１
月
８
日（
水
）

２６

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
共
通
事
項

■申
 

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ　

1　

・
３７８

２
１
１
２
、
� in

fo@
i

‐in
a

gi

‐support.org

が
、１
月
は
そ
の
特
別
編
と
し
て
、

今
年
の
夢
を
み
ん
な
で
語
り
合
う

「
新
年
の
集
い
」
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
市
民
活
動
団
体
相
互
の
交

流
の
場
と
し
て
、
き
っ
と
新
た
な

出
会
い
や
発
見
が
生
ま
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
当
日
は
軽
食
や
飲
み
物

も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■日
 

平
成　

年
１
月　

日（
金
）

２６

１０

■時
 

午
後
６
時
〜
８
時

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階
会
議
室

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

５０
■費
 

２
千
円

■限
 

平
成　

年
１
月
６
日（
月
）

２６

　

最
近
は
地
域
の
課
題
を
市
民
と

行
政
が
一
緒
に
協
力
し
て
解
決
す

る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

市
民
活
動
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

作品氏名各賞

 稲  城  市 は　 笑  顔 と 元  気 の　 平  和  都  市 
いな ぎ し え がお げん き へい わ と し 西  村 　 勇  希 さん

にし むら ゆう き

（稲城第一中学校）
市長賞

 育 てよう　みんなの 笑  顔 が　 平  和 の 芽 
そだ え がお へい わ め 伊  藤 　 遥 さん

い とう はるか

（稲城第六中学校）
教育長賞

 平  和 とは　 一人  一人 が　 築 くもの
へい わ ひとり ひとり きず 平  賀 　 玲  奈 さん

ひら が れい な

（稲城第三中学校）
市民憲章
推進協議会
特別賞

ほらそこに　あるのが 平  和 　 家  族 の 輪 
へい わ か ぞく わ 小  田 　 寛  樹 さん

お だ ひろ き

（稲城第五中学校）

お 互 いを　 理  解 し 一  歩 　 踏 み 出 そう
たが り かい いっ ぽ ふ だ 長  谷  川 　 健 さん

は せ がわ けん

（稲城第五中学校）

 笑 い 合 い　 過 ごせることは　 平  和 かな
わら あ す へい わ 笠  原 　 楓 さん

かさ はら かえで

（稲城第二中学校）

優秀賞

 信 じ 合 う　それが 平  和 の　 第  一  歩 
しん あ へい わ だい いっ ぽ 井  上 　 大  志 さん

いの うえ たい し

（稲城第三中学校）

 平  和 とは　 人 と 人 とが　 尊  敬 しあうこと
へい わ ひと ひと そん けい

ロドリゲス　デ　
ソウザ　ジェフェ
ルソンさん
（稲城第四中学校）

もうにどと　 平  和 のピース　くずさない
へい わ 寺  島 　 克  海 さん

てら じま かつ み

（稲城第五中学校）

 生 きてこそ　 笑  顔 の 花 は　 咲 きほこる
い え がお はな さ 森  田 　 明  香  里 さん

もり た あ か り

（稲城第六中学校）

平和の川柳コンクールを実施しました平和の川柳コンクールを実施しました
　平和について考える機会を持ち、自身を取り巻く環境・人々・
家族などに対する感謝と平和への意識の高揚を図ることを目的と
して、市内公立中学校2年生を対象に平和の川柳コンクールを実
施しました。応募総数698点から入賞作品10点が選ばれました。
■問企画政策課企画政策係

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ法法法法法法法法法法法法法人人人人人人人人人人人人人
市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動
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いいいいいいいいいいいいいなななななななななななななぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ

図4　南多摩駅のバス乗・降車場
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図3　稲城長沼駅のバス乗・降車場
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並
木
通
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ＪＲ 南武線 

ＪＲ 南武線 

矢野口駅 

図2　矢野口駅のバス乗・降車場

バス代行輸送
12月22日（日）午後6時30分ごろ～終電（運転間隔＝約2～4分おき）

最終バス発車時刻
午前0時30分ごろ矢野口駅行（分倍河原駅発）
午前0時30分ごろ分倍河原駅行（矢野口駅発）
午前1時ごろ　　  稲城長沼駅行（矢野口駅発）

※道路事情や乗換時間などにより、さらに時間を要することがあります。
※矢野口駅、稲城長沼駅、南多摩駅の乗・降車場は、図2、3、4をご覧ください。
　府中本町駅、分倍河原駅の乗・降車場は、各駅でお尋ねください。

市
民
・
市
職
員
合
同
研
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市
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合
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研
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市市
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地地
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変変
ええ
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市
民
活
動
の

市
民
活
動
の

今
と
こ
れ
か
ら

今
と
こ
れ
か
ら

誰
で
も
、
自
由
に
、
楽
し
く

誰
で
も
、
自
由
に
、
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う

　

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う

金金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

特特
別別
編編
・・
新新
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のの
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今今
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のの
夢夢
をを

語語
りり
まま
しし
ょょ
うう



（3）　代表電話は378－2111 ２５・１２・１５

家
屋
調
査
の
お
願
い

　

平
成　

年
中
に
新
築
・
増
改
築

２５

し
た
家
屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
家
屋
調
査
と
は
、
各
部
屋
の

間
取
り
、
使
用
材
料
、
施
工
程
度

な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
、
市
職
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。
調
査
は
、
事

前
に
文
書
で
ご
連
絡
し
、
日
時
を

約
束
し
て
か
ら
行
い
ま
す
。　

固
定
資
産
税
額
の
軽
減
（
減
額
）

▽
新
築
住
宅
（
長
期
優
良
住
宅
を

含
む
）

　

新
築
住
宅
で
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
住
宅
は
、
新
築
後
一
定
期

間
、
固
定
資
産
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。　

▽
住
宅
の
改
修
工
事

　

次
の
住
宅
改
修
を
行
っ
た
場
合
、

家
屋
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ

ま
す
。
改
修
工
事
完
了
後
、
３
カ

月
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
耐
震
改
修
（
昭
和　

年
１
月
１

５７

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
を
対

象
）　

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
（
平
成　
１９

年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅
を
対
象
）　

○
省
エ
ネ
改
修
（
平
成　

年
１
月

２０

１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
を

対
象
）　

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
と
省
エ
ネ

改
修
の
み
重
複
し
て
適
用
で
き
ま

す
。

※
改
修
内
容
に
よ
っ
て
、
減
額
の

対
象
面
積
や
期
間
、
申
請
に
必
要

な
書
類
が
異
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方

　

平
成　

年
中
に
取
り
壊
し
た
家

２５

屋
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
か

２６

ら
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を

課
税
し
ま
せ
ん
。
家
屋
を
取
り
壊

し
た
方
は
、
届
け
出
を
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
後

に
、
新
築
・
増
築
し
た
時
は
、
登

記
所
へ
の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

家
屋
の
用
途
を
変
更
さ
れ
た
方

　

平
成　

年
中
に
家
屋
の
全
部
ま

２５

た
は
一
部
の
用
途
を
変
更
さ
れ
た

方
は
、
平
成　

年
度
か
ら
固
定
資

２６

産
税
・
都
市
計
画
税
額
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申

告
を
お
忘
れ
な
く

申
告
は
平
成　

年
１
月　

日（
金
）

２６

３１

ま
で

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
市

２６

内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

方
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。
前
年

と
申
告
内
容
が
変
わ
ら
な
い
方
、

商
号
変
更
・
廃
業
な
ど
を
し
た
方

も
、
そ
の
旨
を
記
載
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。　

償
却
資
産
と
は

　

土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
用
の

資
産
の
う
ち
、
所
得
税
・
法
人
税

の
申
告
で
減
価
償
却
費
と
し
て
損

金
や
必
要
経
費
に
算
入
し
て
い
る

構
築
物
、
機
械
・
設
備
、
器
具
・

備
品
な
ど
で
す
。　

償
却
資
産
と
な
る
例

○
飲
食
店
＝
ク
ー
ラ
ー
、 
厨
房 
設

ち
ゅ
う
ぼ
う

備
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、
冷
蔵
庫
、
カ

ラ
オ
ケ
他　

○
理
容
・
美
容
店
＝
理
容
い
す
、

蒸
し
器
、
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
他　

○
医
院
＝
ベ
ッ
ド
、
手
術
・
検
査

機
器
、
調
剤
機
器
、
パ
ソ
コ
ン
他

○
ア
パ
ー
ト
・
駐
車
場
経
営
＝
受

変
電
設
備
、
外
構
、
植
栽
、
自
転

車
置
場
、
ご
み
置
場
、
駐
車
場
舗

　
　

月　

日
に
稲
城
ふ
れ
あ

１１

１６

い
の
森
で
、
記
念
碑
の
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
平
成　

年
度
に
冨
永
重

２４

芳
氏
か
ら
土
地
所
有
権
の
２

分
の
１
が
寄
付
さ
れ
た
こ
と
、

今
年
度
に
特
別
緑
地
保
全
地

区
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
青

少
年
健
全
育
成
の
場
、
市
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を

記
念
し
、
建
立
し
た
も
の
で

す
。

■問
 

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

▲記念碑を囲んでの記念撮影 ▲冨永重芳氏と記念碑

　

市
内
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
、

今
年
は
昨
年
に
比
べ
て
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
例
年
年
末
年

始
は
交
通
死
亡
事
故
が
増
加
す
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
、
悲
惨
な
交
通
事

故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

車
両
を
運
転
す
る
方
へ

○
早
朝
、
夕
暮
れ
時
に
は
早
め
に

ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。
信
号
無
視
や
歩

行
者
妨
害
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。

○
飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な

「
通
級
指
導
学
級

「
通
級
指
導
学
級

（（
情
緒
障
害
等
）

情
緒
障
害
等
）」」

開開
設設
をを
予予
定定
しし
てて
いい
まま
すす

　

特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成　

年
４
月

２６

に
稲
城
第
五
中
学
校
に
情
緒
障
害

放
課
後
子
ど
も
教
室

放
課
後
子
ど
も
教
室

指
導
員
募
集

 

指
導
員
募
集

（
嘱
託
）

（
嘱
託
）

■対
 

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
健
康

２０

な
方
で
、
教
員
免
許
・
保
育
士
・

児
童
厚
生
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
有
す
る
方

▽
勤
務
開
始
日　

平
成　

年
３
月

２６

１
日

▽
勤
務
時
間　

１
日
６
時
間　

分
４５

■場
 

市
内
指
定
小
学
校

■定
 

８
人

■内
 

月
〜
土
曜
日
及
び
夏
休
み
等
の

長
期
休
業
期
間
に
小
学
校
体
育
館

ら
飲
ま
な
い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

自
転
車
に
乗
る
方
へ

○
「
一
時
停
止
」
の
標
識
が
あ
る

場
所
で
は
、
必
ず
停
止
線
の
直
前

で
一
時
停
止
し
ま
し
ょ
う
。

○
信
号
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
早
め
に
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

○
歩
道
は
歩
行
者
優
先
。

○
車
道
の
左
側
を
走
り
ま
し
ょ
う
。

○
駐
輪
場
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
傘
差
し
運
転
、
飲
酒
運
転
、
二

人
乗
り
や
携
帯
電
話
、
イ
ヤ
ホ
ン

等
を
使
用
し
な
が
ら
の
運
転
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

○
事
故
に
備
え
て
保
険
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
の
方
へ

○
信
号
を
確
認
し
、
左
右
の
安
全

を
確
か
め
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

○
遠
回
り
で
も
横
断
歩
道
を
渡
り

ま
し
ょ
う
。

○
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
は
明
る
い

服
装
と
反
射
材
を
身
に
付
け
ま
し

ょ
う
。

■問
 

管
理
課
交
通
対
策
係
、
多
摩
中

央
警
察
署　

1　

・　

・
０
１
１

０４２

３７５

０

納期限　12月25日（水）

市・都民税（普通徴収）（第4期）
固定資産税・都市計画税（第3期）
国民健康保険税（第6期）

安心！納税！口座振替 ! !
■問 納税課

等
の
通
級
指
導
学
級
の
開
設
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
通
級
指
導
学
級
は
、
情
緒

的
な
面
で
何
ら
か
の
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
生
徒
が
、
通
常
の
学

級
に
在
籍
し
な
が
ら
週
１
回
程
度

通
い
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
に
応

じ
た
小
集
団
で
の
指
導
や
個
別
指

導
を
受
け
る
学
級
で
す
。

　

通
級
指
導
学
級
で
の
指
導
が
適

切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
お
子
さ

ん
の
保
護
者
の
方
は
、
お
早
め
に

就
学
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
開
設
予
定
の
通
級
指
導

学
級
の
説
明
会
・
内
覧
会
を
、
平

成　

年
２
月
頃
開
催
す
る
予
定
で

２６
す
。
詳
細
は
今
後
の
広
報
い
な
ぎ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問
 

開
設
に
つ
い
て
＝
学
校
教
育
課

学
務
係
、
就
学
相
談
に
つ
い
て
＝

稲
城
市
教
育
セ
ン
タ
ー
就
学
相
談

室　

1　

・
７
３
０
２

３３１

等
で
子
ど
も
の
見
守
り
及
び
関
係

団
体
と
の
調
整

▽
報
酬　

月
額　

万　

円

１８

５００

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入

■申
 

申
込
書
・
質
問
表
を
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
書

類
は
、
人
事
課
、
平
尾
・
若
葉
台

出
張
所
、
第
二
文
化
セ
ン
タ
ー
を

除
く
各
文
化
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す

る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

入
手
で
き
ま
す
。

■限
 

平
成　

年
１
月　

日（
金
）

２６

１７

■先
 

■問
 

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

平成25年12月31日までの延滞金及び還付加算金の割合

【参考】
現行の基準による
平成25年中の割合

現行の特例本則

14.6％特例なし14.6％納期限の翌日から1カ月
を経過した日以後

延滞金
4.3％特例基準割合

（※1）7.3％納期限の翌日から1カ月
を経過する日まで

4.3％特例基準割合
（※1）7.3％還付加算金

平成26年1月1日以後の延滞金及び還付加算金の割合

【参考】
改正後の基準による
平成25年中の割合

改正後の特例本則

9.3％
（※3）

特例基準割合
（※2）
＋7.3％

14.6％納期限の翌日から1カ月
を経過した日以後

延滞金
3.0％
（※3）

特例基準割合
（※2）
＋1％

7.3％納期限の翌日から1カ月
を経過する日まで

2.0％
（※3）

特例基準割合
（※2）7.3％還付加算金

※1　（現行の特例の）特例基準割合：各年の前年の11月30日の日本銀行法第15条第1項
第1号の規定により定められる商業手形の基準割引率（従来の公定歩合のこと：平
成25年中は0.3％）に、年4％を加算した割合

※2　（改正後の特例の）特例基準割合：租税特別措置法第93条第2項の規定により財務大
臣が告示する割合（各年の前々年の10月から前年の9月までにおける国内銀行の新
規の短期貸出約定平均金利の平均：平成25年中は1.0％）に、年1％を加算した割合

※3　平成23年10月から平成24年9月までにおける国内銀行の新規の短期貸出約定平均
金利の平均（1.0％）で算出しており、平成26年1月1日以後（改正後）の割合は、
毎年変動することがあります。

固固固固固固固固固固固
定定定定定定定定定定定
資資資資資資資資資資資
産産産産産産産産産産産
税税税税税税税税税税税

家
屋
家
屋

償
却
資
産

償
却
資
産

市税等の延滞金及び還付加算金の割合の市税等の延滞金及び還付加算金の割合の
特例の見直し特例の見直し

　近年の低金利の状況を勘案し、国税において市中金利を踏まえた水準
に延滞税の割合の特例が見直され、地方税についても同様の見直しが行
われました。
　なお、適用は、平成26年1月1日以後の期間に対応する延滞金等から
となります。
■問納税課納税係・税管理係

稲
城
稲
城ふれ

あ
い
の
森

ふ
れ
あ
い
の
森

記記
念念
碑碑
除
幕
式

除
幕
式

装
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
ほ
か

○
農
業
＝
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
井

戸
工
事
、
チ
ッ
パ
ー
、
果
樹
棚
、

防
鳥
網
ほ
か　

■限
 

平
成　

年
１
月　

日（
金
）

２６

３１

■先
 

■問
 

課
税
課
家
屋
係

年年
末末
年年
始始
のの
交交
通通
事事
故故
防防
止止

交
通
死
亡
事
故

交
通
死
亡
事
故

抑
止
対
策
推
進
中

抑
止
対
策
推
進
中

交
通
死
亡
事
故

 

交
通
死
亡
事
故

連
続
減
少
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

　

連
続
減
少
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ア
ン
ダ
ー

ア
ン
ダ
ー　

を
目
標
に

を
目
標
に

150150



２５・１２・１５ 代表電話は378－2111　（4）（5）　代表電話は378－2111

　市では、都市基盤や環境の整備をはじめ、福祉、医療、教育、消防など、市
民生活に密接にかかわる仕事を行うために、一般職員818人（平成25年4月1日
現在、教育長を含む）が勤務しています。
　施設別では、市庁舎に320人、市立病院に294人、保育園に57人、消防署に
92人、文化センター・図書館に25人、その他保健センターや学校給食共同調
理場などの施設に30人の職員を配置しています。

　市職員の給与は、市議会の議決によって定められる給与条例や、これ
に基づく規則などによって支給されています。その内容について市民の
皆さんのご理解をいただくため、お知らせします。

■問人事課人事給与係

　地方公務員の給与は、地方公務員法により、生計費、国や他の地方公共団体
の職員、民間企業の従業員の給与などを考慮して定めることとされています。
　市ではこの給与決定の原則に従い、職員の給与は国や都が行う民間企業給与
実態調査に基づく勧告や、その実施状況などを参考にし、更に同一生活圏であ
る多摩各市の動向を考慮して、市議会の審議を経て条例で定めています。
　また、市長・副市長・教育長の給料、市議会議員の報酬は、学識経験者など
で構成される「稲城市特別職報酬等審議会」の答申に基づき、市議会の審議を
経て条例で定めています。

　都内の民間企業の賃金水準は、厚生労働省の平成24年賃金構造基本統計調査
によれば、全国を100とした場合に122.3となっており、都道府県で最も高い
水準となっています〔平均給与（超過勤務手当等を除く）による比較〕。
　一方、前述のように定められた市の職員の給与水準は、一般行政職の場合、
平成24年4月1日現在で、国の職員の給与改定特例法適用前の給与水準を100
とした場合に101.9となっています（諸手当を含まない平均給料による比較）。
これは東京都の多摩26市の中で上から6番目となっています（最大102.3～最小
97.6。東京都は102.0）。
　なお、稲城市は平成25年10月より給与の臨時特例として市職員の給料等の減額を
実施しています（市長△9％、副市長△6％、教育長△3％、一般職平均△2.058％）。

　平成18年3月発表の第三次行政改革大綱及び実施計画で、市政運営の合理化
の一環として、平成18年度～22年度の5カ年で22人の定数を削減することと
し、目標を上回る38人の定数の削減を達成しました。
　平成23年3月発表の第四次行政改革大綱及び実施計画では、平成23～26年
度の4カ年で消防職員を除く普通会計の職員一人当たりの受け持ち人口を206
人から210人に改善するよう、職員数の適正化を図ります（表9）。

　人件費の歳出額全体に占める割合を人件費比率といいますが、人件費比率が高いと
財政の健全性が失われ事業費を圧迫することになります。
　市では、人件費比率の抑制を図るため、前述のような給与水準や職員定数の適正化に
努めてきました。この結果、平成24年度の普通会計決算では14.1％となっており、給与
の公表を始めた昭和55年度（23.2％）と比べると9.1ポイント減となっています（表1）。

職員の配置職員の配置

給与決定の仕組み給与決定の仕組み

職員定数適正化の取り組み状況職員定数適正化の取り組み状況

人件費比率人件費比率

給与水準給与水準市市市市市市市市市市市職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員ののののののののののの給給給給給給給給給給給与与与与与与与与与与与等等等等等等等等等等等ののののののののののの状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況

表6　昇給への勤務成績の反映
状況（一般行政職員）

平成25年度区分
309人職員数（Ａ）

159人

勤務成績の区分が
「上位」または「最
上位」に決定された
職員数（Ｂ）

51.46％比率（Ｂ／Ａ）

※勤務成績の区分が「上位」また
は「最上位」の職員は、「標準」の
職員と比べて基本的に1～2号拡
大された昇給幅が付与されます。

表11　職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（一般行政職）（平成25年4月1日）
経験年数20年経験年数15年経験年数10年区分
375,056円307,300円291,800円大学卒

一般
行政職 326,400円－－－－－－短大卒

－－－－－－－－－高校卒

※給料月額には諸手当は含まれていません。
※「－」は該当する職員が0人または1人の場合です。

　「稲城市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、市職
員の任免の状況や、各種休暇などの勤務条件を市民の皆さんに広く知って
いただくため、お知らせします。 ��������� ■問人事課人事給与係

人人人人人人人人人人人事事事事事事事事事事事行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政ののののののののののの運運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営営等等等等等等等等等等等ののののののののののの状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況

4．職員の服務の状況
（平成24年度）

兼業許可職務免除区分
4件92件件数

9．東京都市町村公平委員会からの業務状況報告（平成24年度）
件数項目
0件勤務条件に関する措置の要求の状況
0件不利益処分に関する不服申立ての状況

6．職員の勤務成績の評定
の状況

　【人事考課制度】
　市では、「稲城市職員人
事考課規程」に基づき、人
事考課を実施しています。
評価は、毎年1月1日を基準
日として実施し、その結果
は人事管理に有効活用して
います。

職員表彰状況
被表彰者数内訳

20人
永年勤続

優良職員表彰
（25年）

※7人
1団体職員業績表彰

※福島県相馬市復興業務派
遣を含む（1人）

5．職員の研修の状況（平成24年度）
備考受講者数研修の種類

一般研修・特別研修（35講座）653人庁内研修
職層別研修、政策・法務、能
力開発、情報処理、実務研修、
特別研修（86講座）

287人東京都市町村
職員研修所派遣

（51講座）  80人その他の派遣研修
　  7人自主研修

計免職停職減給戒告区分懲
戒 0件――――件数

8．職員の福祉及び利益の保護の状況（平成24年度）
職員健康診断実施状況

受診者数内容受診者数内容
46人ＶＤＴ健診603人一般健診
83人大腸がん検診  59人胃検診

  12人腰痛検診

公務災害発生状況心理カウンセリング（委託）健康相談の実施状況
件数件数件数
11件11件2件

2．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
勤務時間・休憩時間・休息時間の状況

休憩時間・休息時間
勤務時間

終業時刻始業時刻勤務時間
正午から60分間の休憩時間午後5時15分午前8時30分週38時間45分

図　給与の概要（平成25年4月1日現在）

一
定
時
期
に
支
給
さ
れ
る
も
の

原
則
と
し
て
毎
月
支
給
さ
れ
る
も
の

退職
手当

退職時に支給される一時金（5面表3参照）

期末・
勤勉
手当

国東京都稲城市
区
分

勤勉期末勤勉期末勤勉期末

0.675月
（0.325月）

1.225月
（0.65月）

0.675月
（0.325月）

1.225月
（0.65月）

0.70月
（0.325月）

1.20月
（0.65月）

6
月
期

0.675月
（0.325月）

1.375月
（0.8月）

0.675月
（0.325月）

1.375月
（0.80月）

0.70月
（0.325月）

1.35月
（0.80月）

　

月
期

12

3.95月
（2.10月）

3.95月
（2.10月）

3.95月
（2.10月）

合
計

有有有

職
務
段
階
別

加
算

※一般職員の例。（　）内は再任用職員に係る支給月数

例
年
支
給
さ
れ
る
も
の

退
職
時
に
支
給
さ
れ
る
も
の

勤
務
実
績
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
も
の

決
ま
っ
て
支
給
さ
れ
る
も
の

その他 管理職手当など

通勤
手当

国東京都稲城市区分

原則6カ月
定期券額を支給
1カ月当たりの
支給限度額
55,000円

原則6カ月
定期券額を支給
1カ月当たりの
支給限度額
55,000円

原則6カ月
定期券額を支給

交通機関利用者
（電車、バスなど）

片道2km以上
で通勤距離に
応じて

1カ月ごとに
支給

片道2km以上
で通勤距離に
応じて

原則6カ月分を
一括支給

片道2km以上
で通勤距離に
応じて

1カ月ごとに
支給

交通用具使用者
（車、自転車など）

住居
手当

扶養
手当

国東京都稲城市区分

13,000円13,500円13,500円配偶者

各6,500円各6,000円各6,000円その他の
扶養親族

各5,000円各4,000円各4,000円
16歳～22歳
の子がいる
場合の加算

民間における賃金や物価等に関する事情を考慮して支給される手当
給料、扶養手当、管理職手当の合計額の15％
（平成24年度普通会計決算において、職員1人当たり平均支給月額
48,151円）
（国、東京都は地域区分により0～18％）

地域
手当

仕事の内容や責任に応じて給料表、級などによって区分されており、
民間でいう基本給に相当するもの

給料

その他 夜間勤務手当など

時間外
勤務
手当

正規の勤務時間を超えて勤務した時に支給される手当（平成24年度
普通会計決算で、職員1人当たり平均支給月額22,258円）

特殊
勤務
手当

著しく危険、不快、不健康、困難な勤務、その他著しく特殊な勤務
に従事した時に支給される手当（平成24年度普通会計決算で、11
種類、受給職員割合17.49％、受給者1人当たりの平均受給月額
4,030円。市立病院職員分を除く）

救急手当、機関手当、出場手当、火災調査手当、
深夜特殊業務手当、救出救助専従手当、
社会福祉主事手当

主な手当の
名称

3．職員の分限及び懲戒処分の状況（平成24年度）
計休職免職降任区分分

限 4件4件――件数

表7　特別職の給料・報酬、期末手当の状況
（平成25年4月1日）

期末手当給料・報酬の月額区分
  6  月期　2.0月
12月期　2.2月
  　計　　4.2月

854,000円市　長給
料 740,000円副市長

  6  月期　2.0月
12月期　2.5月
　  計　　4.5月

498,000円議　長
報
酬

454,000円副議長
432,000円常任委員長等
424,000円議　員

※特別職の報酬等の額は、学識経験者などで構成され
る「稲城市特別職報酬等審議会」の答申に基づき条例
で定められています。

表9　職員定数適正化目標（消防職員を除く普通会計職員数）
平成26年（目標値）平成22年（基準）

86,313人83,903人人口（外国人除く）
411人407人職員数
210人206人職員1人当たりの人口

1．職員の任免及び職員数に関する状況
※教育長を含む818人職員職員数（平成25年4月1日現在）

採用者（平成25年4月1日付）

計再任用
派遣等

看護師
助産師
保健師

医療
技師職医師消防職建築

技術職
土木
技術職

一般
事務職区分

59人4人12人3人11人8人1人3人17人採用者数

退職者（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

計
看護師
助産師
保健師

医療
技師職医師消防職土木

技術職栄養士保育士一般
事務職区分

69人29人1人12人2人1人1人2人21人退職者数

特別休暇の概要
付与日数・期間など種類

必要と認められる時間公民権行使休暇
産前産後を通じて16週間（多胎妊娠の場合にあっては、24週間）以内産前産後休暇
1回の妊娠について1回に限り、日を単位として10日以内妊娠初期休暇
必要と認められる時間、妊娠中10回の範囲内母子保健健診休暇
勤務時間の始めまたは終わりにそれぞれ30分または一方に60分妊婦通勤時間
1日2回それぞれ45分間育児時間
出産の直前または出産の日の翌日から起算して2週間の範囲内で、日を単位として2日以内出産支援休暇
日を単位として5日以内育児参加休暇
5日以内（子が複数の場合は10日。時間を単位としても可能）子の看護休暇
勤務が著しく困難な場合の休養として与える休暇生理休暇
職員の結婚：7日、職員の親族の死亡：10日以内ほか慶弔休暇
日を単位として、災害により現住居が滅失または損壊した日から起算して7日を超えない範囲内災害休暇
日または時間を単位として、必要と認められる最小範囲内事故休暇
日または時間を単位として、必要と認められる範囲内伝染病予防休暇
日または時間を単位として、必要と認められる範囲内出頭休暇
日または時間を単位として、必要と認められる範囲内ドナー休暇
日を単位として5日以内夏季休暇
日を単位として5日以内ボランティア休暇
日を単位として5日以内（要介護者が複数の場合は10日。時間を単位としても可能）短期の介護休暇

7．職員の昇任試験等の実施状況（平成24年度）
合格者数受験者数実施日区分
3人5人

平成24年
8月18日

管理職昇任試験（Ａ）　　　　

行政職（1）

1人1人管理職昇任試験（Ｂ）　　　　
5人27人主任職昇任選考（Ａ）　　　　
1人1人主任職昇任選考（Ａ）（保育士）
0人1人主任職昇任選考（Ｂ）　　　　
1人1人主任職昇任選考（Ｂ）（保育士）
0人1人主任職昇任選考（Ｂ）　　　　行政職（2）
2人2人管理職昇任試験　　　　　　

医療職（2）
1人5人主任職昇任選考　　　　　　
3人3人管理職昇任試験　　　　　　

医療職（3）
4人7人主任職昇任選考（Ａ）　　　　
2人3人管理職昇任試験（Ａ）　　　　

消防職
3人3人主任職昇任選考（Ａ）　　　　
26人60人合計

表1　人件費の状況（平成24年度普通会計決算）
人件費比率（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）歳出額（Ａ）区分

14.1％4,732,776千円33,492,126千円平成24年度
14.8％4,831,882千円32,548,785千円平成23年度

※市の会計は、一般会計、特別会計、公営企業会計に分かれています。普通会計とは、稲城
市では一般会計に土地区画整理事業特別会計を加えたものをいいます。
なお人件費には特別職に支給される給料・報酬等を含んでいます。

表2　職員の初任給（給料）の状況（平成25年4月1日）
国稲城市・東京都区分
初任給初任給

172,557円（181,200円）（総合職）
163,987円（172,200円）（一般職）181,200円Ⅰ類（大学卒）一般

行政職
133,418円（140,100円）（一般職）142,700円Ⅲ類（高校卒）

※この初任給のほか、扶養手当、地域手当、住居手当、通勤手当などが支給されます。
※国家公務員欄の（　）内は、給与改定特例法による措置がないとした場合の値（減額前）です。

表4　職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成25年4月1日）
技能労務職一般行政職区分

平均年齢平均給与月額平均給料月額平均年齢平均給与月額平均給料月額
51歳10月413,075円337,425円39歳  7  月424,184円316,235円稲城市
47歳  5  月406,213円302,576円41歳11月458,619円329,002円東京都

※平均給与月額とは、給料に諸手当を加えたものの平均月額です。期末・勤勉手当（いわゆ
るボーナス）は含まれていません。

表5　一般行政職の級別職員数の状況（平成25年4月1日）

計
1級2級3級4級5級6級区分

主事主任・主事係長課長補佐統括課長
・課長　部長標準的な

職務内容
3241316073143412職員数（人）
100.040.518.522.54.310.53.7構成比（％）

100.038.919.023.04.310.84.01年前の
構成比（％）参

考
100.028.528.218.010.911.52.95年前の

構成比（％）
※市の給与条例に基づく給料表の級区分によります。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

表10　職員給与費の状況（平成25年度普通会計予算）
1人当たり
給与費
（Ｂ／Ａ）

給与費職員数
（Ａ）区分

計（Ｂ）期末・勤勉
手当職員手当給料

6,708千円3,300,242千円759,469千円654,371千円1,886,402千円492人平成
25年度

※給与費は、人件費から退職手当、議員報酬、社会保険料の事業主負担分である共済費など
を除いたものです。なお、この表には公営企業会計及び特別会計の職員給与費は含まれて
いません。消防職員は含みます。
※職員手当のうち主なものは、扶養手当53,429千円、地域手当298,287千円、時間外勤
務手当144,287千円などです。

表8　職員数の状況
部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日）

平成25年の職員数の主な増減理由
対前年
増減数職員数

区分
平成25年平成25年平成24年
0人7人7人議会

一
般
行
政
部
門

事務の統廃合縮小（△3）：課長職の兼務（協働推進
課）（△1）、女性青少年係減（△1）、稲城府中墓苑組
合へ派遣（△1）
その他減（△1）：退職不補充（△1）
その他増（1）：休業者の代替補充（1）

△3人83人86人総務・企画

業務増（1）：滞納整理強化のため（1）1人31人30人税務
その他減（△4）：厚生労働省へ帰任（△1）、退職不
補充（△3）
業務増（2）：生活保護受給者増に伴う増（2）
その他増（1）：再任用職員退職に伴う補充（1）

△1人123人124人民生

事務の統廃合縮小（△2）：稲城府中墓苑組合へ派遣
（△1）、健診センター開業担当の減（△1）△2人25人27人衛生

0人0人0人労働
0人5人5人農林水産

業務増（1）：観光担当課長設置（1）1人5人4人商工
業務増（1）：業務内容充実のため（1）1人54人53人土木

△3人333人336人小計
その他減（△1）：退職不補充（△1）
業務増（1）：ふれんど平尾特別支援室（1）
その他増（1）：再任用職員退職に伴う補充（1）

1人67人66人教育
特
別
行
政
部
門

業務増（6）：消防本部業務の充実（6）6人92人86人消防
7人159人152人小計

その他減（△10）：退職不補充（△10）
業務増（9）：医師の採用や業務の充実（7）、事務部
副参事設置（1）、健診センター副参事設置（1）

△1人294人295人病院
公
営
企
業
会
計
部
門

その他増（1）：相馬市派遣による代替補充（1）1人12人11人下水道
その他減（△1）：人事異動に伴う減（△1）
その他増（1）：休業者の代替補充（1）0人20人20人その他

0人326人326人小計
4人818人814人総合計

（平成25年度地方公共団体定員管理調査個別団体表抜粋）
※職員数は一般職に属する職員数であり、教育長、地方公務員の身分を保有する休職者を含
み、臨時または非常勤職員を除きます。

国東京都稲城市区分

支給限度額
27,000円

管理職を除く年度
末年齢35歳未満
で月額15,000円
以上の家賃を支払
っている場合

15,000円

管理職を除く年度
末年齢35歳未満
で月額15,000円
以上の家賃を支払
っている場合

15,000円

賃貸住宅
（世帯主等）

表3　退職手当の状況
国東京都稲城市区分
定年等退職普通退職定年等退職普通退職定年等退職普通退職
28.7875月分23.03月分28.50月分23.75月分30.16月分24.00月分勤続20年

支
給
率

38.955月分32.83月分37.50月分31.83月分39.50月分32.16月分勤続25年
55.86月分46.55月分52.00月分46.58月分54.46月分48.16月分勤続35年
55.86月分55.86月分52.00月分46.66月分54.46月分54.46月分最高限度

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）
消防職員加算加算措置

※普通退職とは、自己都合などによる退職をいいます。定年等退職とは、定年・勧奨・死亡
等による退職をいいます。
※消防職員に対する加算とは、消防司令補以下の職員に対する加算措置のことであり、その
加算額は、給料月額に在職年数に応じた一定の増加率を乗じて得た額です。
※普通会計における平成24年度に退職した職員一人当たりの平均支給額は、普通退職で118
万円（平均勤続年数4年11カ月）、定年等退職で2,571万円（平均勤続年数37年1カ月）です。



２５・１２・１５ 代表電話は378－2111　（6）

凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

▽　

月
後
半
の
作
業
日
・
地
区　
　

月　

日（
火
）・
向
陽
台　

■申
 
　

月　

日（
金
）午
前
中
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、
持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、

１２

１２

２４

１２

２０

必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
２
袋（
束
）ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 

て
い 

し

　
　

月
１
日
現
在
登
録
資
格
の

１２
あ
る
方
に
つ
い
て
、
住
民
基
本

台
帳
に
基
づ
き
、　

月
２
日
に

１２

定
時
登
録
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
時
登
録
に
よ
る
市

全
体
の
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

■問
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

選選
挙挙
人人
名名
簿簿
のの

登登
録録
者者
数数

月
の
定
時
登
録

　

月
の
定
時
登
録

１２１２

▽
測
定
地
点　

校
庭
ま
た
は
園
庭

▽
測
定
機
器　

日
立
ア
ロ
カ
メ
デ

ィ
カ
ル
社
製
Ｔ
Ｃ
Ｓ－

　

Ｂ
（
保

１７２

育
園
・
幼
稚
園
）
、
堀
場
製
作
所

製
Ｐ
Ａ－

１
０
０
０
（
小
・
中
学

校
）

▽
測
定
方
法　
　

秒
ご
と
５
回
の

３０

繰
り
返
し
測
定
に
よ
る
平
均
（
Ｔ

Ｃ
Ｓ－

　

Ｂ
）
、　

秒
ご
と
５
回

１７２

６０

の
繰
り
返
し
測
定
に
よ
る
平
均（
Ｐ

Ａ－

１
０
０
０
）

▽
測
定
日　
　

月　

日
〜　

日

１１

１８

２７

（
注
）Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
勧
告
に
よ
る
一
般

の
人
が
受
け
る
平
常
時
の
放
射
線

量
の
指
標
は
年
間
１
ｍ　

以
下（
自

Sv

然
放
射
線
量
等
を
除
く
）
で
す
。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ
コココココココココココココココココココココココココココココココココ
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ででででででででででででででででででででででででででででででででで

楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
ししししししししししししししししししししししししししししししししし
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　

ご
家
族
な
ど
で
楽
し
み
な
が
ら

環
境
学
習
が
で
き
る
「
エ
コ
か
る

た
」
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
な
ど
で

取
り
組
め
る
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
を
学
び
、
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

▽
入
手
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ→

環
境
・
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル→

環
境→

「
エ
コ
か

る
た
」
で
楽
し
み
な
が
ら
環
境
学

習
を
〕
か
ら
エ
コ
か
る
た
（
Ｐ
Ｄ

Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）
を
Ａ
４
判
の
厚
紙

な
ど
に
印
刷
し
、切
り
抜
き
ま
す
。

※
市
役
所
で
の
配
布
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

▽
協
力　

稲
城
市
民
環
境
ク
ラ
ブ

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

　

市
で
は
教
育
・
出
産
・
住
宅
の

資
金
の
調
達
を
予
定
す
る
方
に
、

取
扱
金
融
機
関
へ
の
融
資
あ
っ
せ

ん
と
金
利
の
補
助
を
し
ま
す
。

融
資
内
容
と
限
度
額（
返
済
期
間
）

○
教
育
資
金
（
入
学
金
・
授
業
料

な
ど
）
＝　

万
円
（
５
年
以
内
）

１００

○
出
産
資
金
（ 
分  
娩 
・
入
院
費
用

ぶ
ん 
べ
ん

な
ど
）
＝　

万
円
（
３
年
以
内
）

５０

○
住
宅
資
金
〔
増
改
築
な
ど
（
耐

震
補
強
・
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事

を
含
む
）
〕
＝　

万
円
（
５
年
以

３００

内
）　
　

融
資
利
率

本
人
負
担
＝
０
・　

％
（
名
目
利

９８８

率
＝
２
・
８
％
、
市
補
助
＝
１
・

　

％
）　

８１２※
対
象
は
、
所
得
制
限
な
ど
一
定

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

経
済
課
消
費
生
活
係

　

市
内
の
公
衆
浴
場
で
は
冬
至
の

「
ゆ
ず
湯
」
を
実
施
し
ま
す
。
ひ

び
や
あ
か
ぎ
れ
を
治
す
と
い
わ
れ

る
ゆ
ず
湯
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

当
日
は
小
学
生
以
下
の
方
、
入

浴
日
現
在
で
満　

歳
以
上
（
年
齢

６５

の
分
か
る
も
の
が
必
要
で
す
）
の

方
の
料
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
日
）

１２

２２

■場
 

稲
城
浴
場
（
大
丸　

）
、
玉
城

２２１

湯
（
矢
野
口　

）
２２０

■問
 

稲
城
浴
場　

1　

・
７
２
２
２
、

３７７

玉
城
湯　

1　

・
６
１
５
４
、
市

３７７

役
所
経
済
課
商
工
観
光
係

開催します開催します
ファミリー・ファミリー・
サポート・センターサポート・センター

事業事業　 
説明会説明会

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
援
助
を
受

け
た
い
方
（
生
後
４
カ
月
〜
小
学

校
３
年
生
の
お
子
さ
ん
対
象
）
と

子
育
て
の
支
援
を
行
い
た
い
方
が

会
員
と
な
り
、
地
域
の
中
で
子
育

て
を
す
る
有
償
の
助
け
合
い
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
地
域
で
子
育
て
の
お

手
伝
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■日
 
　

月　

日（
金
）

１２

２０

■時
 

午
後
７
時
〜
８
時　

分
３０

■場
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

■申
 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
保
育
が
必
要
な
方
は　

月　

日

１２

１９

（
木
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
無
料
）
。

■先
 

■問
 

稲
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー　

1　

・
５
５

３７８

５
１
（
受
付
時
間
＝
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
）

３０

子
ど
も
・
子
育
て

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
に
関
す
る

支
援
事
業
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施

ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施

　

平
成　

年
度
か
ら
新
た
に
子
ど

２７

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成　

年
２５

　

月
末
か
ら
無
作
為
抽
出
に
よ
り

１１ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
票
が
届
い
て
い
る
ご
家
庭
は
、

　

月　

日（
金
）ま
で
に
ご
返
送
い

１２

２０

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■問
 

子
育
て
支
援
課
保
育
係

ご
存
じ
で
す
か

ご
存
じ
で
す
か

ひ
と
り
親
家
庭
等

ひ
と
り
親
家
庭
等

を
対
象
と
し
た

を
対
象
と
し
た手

当
手
当

■対
 

離
婚
や
父
ま
た
は
母
の
死
亡
な

ど
に
よ
る
ひ
と
り
親
家
庭
、
父
ま

た
は
母
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
家

庭
、
父
母
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い

児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
で
、

　

歳
到
達
の
年
度
末
ま
で
の
児
童

１８

稲城市産農産物の稲城市産農産物の
放射性物質検査の結果放射性物質検査の結果

　福島第一原子力発電所の事故に起因する農産物に対する
放射性物質の影響について、東京都は稲城市産農産物の放
射性物質検査を実施しました。

▽検査内容及び結果　稲城市産のコマツナの検査結果は、
基準値以下でした。
※平成24年4月から「一般食品」の基準値は、放射性セシ
ウム濃度が100Bq／kgに改正されました。
※詳しくは、市ホームページの「都内産農畜産物・ 堆  肥 の

たい ひ

放射性物質検査について」でご確認ください。

▽検査実施主体　東京都

▽検査実施機関　東京都農林総合研究センター

▽検査対象品目　稲城市の農地で栽培されたコマツナ1検体

▽検査結果　下表のとおり
■問 経済課農政係

【放射能濃度（Bq／kg）】
採取日採取場所品目 セシウム

－137
セシウム
－134

ＮＤ（＜7）ＮＤ（＜5）11月18日稲城市内
農家コマツナ

※農林産物の放射性セシウムの新基準値はセシウム－134と137の合
計で100Bq／kg、放射性ヨウ素は半減期が短いため基準値の設定は
ありません。
※ＮＤとは、検査機関の分析による検出限界値未満を示します。
※検出限界値は、検体の状態や検査項目により、値が変化することが
あります。

▲

エ
コ
か
る
た

児
童
育
成
手
当（
育
成
手
当
）

児
童
育
成
手
当（
育
成
手
当
）

■対
 

離
婚
や
父
ま
た
は
母
の
死
亡
な

ど
に
よ
る
ひ
と
り
親
家
庭
、
父
ま

た
は
母
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
家

庭
、
父
母
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い

児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
で
、

　

歳
到
達
の
年
度
末
ま
で
の
児
童

１８を
養
育
し
て
い
る
方

■先
 

■問
 

子
育
て
支
援
課
児
童
係

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
を
対
象
と
し

た
手
当
に
は
、児
童
扶
養
手
当（
国

制
度
）
と
児
童
育
成
手
当
（
都
制

度
）
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
手
当
を
受
給
す
る
た

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当

を
養
育
し
て
い
る
方
（
公
的
年
金

の
受
給
者
を
除
く
）

め
に
は
、
本
人
か
ら
の
申
請
が
必

要
で
、
所
得
制
限
な
ど
の
支
給
要

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「ゆず湯」を「ゆず湯」を
実施します実施します

ごご
利利
用用
くく
だだ
ささ
いい

教
育
・
出
産
・

教
育
・
出
産
・

住
宅
資
金
の

  
住
宅
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん

融
資
あ
っ
せ
ん

　

積
雪
の
影
響
で
収
集
車
が
坂
道

を
上
れ
な
い
時
や
、
強
風
な
ど
で

資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置

し
た
か
ご
が
飛
散
す
る
恐
れ
が
あ

る
時
は
、
や
む
を
得
ず
ご
み
や
資

源
物
回
収
を
一
部
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
次
回
の

収
集
日
ま
で
自
宅
で
の
保
管
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
み
収
集
な
ど
に
変
更

が
生
じ
る
場
合
は
、
「
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
や
「
稲
城
市
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
（
カ
テ
ゴ
リ
＝
稲
城

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
）
」
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い

悪
天
候
時
の

悪
天
候
時
の

ご
み
収
集

ご
み
収
集

測定結果

測定値（μSv／h）
測定場所

100cm／5cm
0.049／0.051稲城第一小学校

0.043／0.047稲城第二小学校

0.053／0.053稲城第三小学校

0.049／0.060稲城第四小学校

0.057／0.063稲城第六小学校

0.050／0.061稲城第七小学校

0.042／0.042向陽台小学校

0.037／0.040城山小学校

0.034／0.037長峰小学校

0.031／0.034若葉台小学校

0.031／0.033平尾小学校

0.041／0.048稲城第一中学校

0.049／0.061稲城第二中学校

0.050／0.056稲城第三中学校

0.040／0.042稲城第四中学校

0.034／0.035稲城第五中学校

0.051／0.054稲城第六中学校

0.06／0.06市立第二保育園

0.04／0.04市立第三保育園

0.07／0.07市立第四保育園

0.05／0.04市立第五保育園

0.06／0.05市立第六保育園

0.05／0.05ひらお保育園

0.04／0.04松葉保育園

0.06／0.06向陽台保育園

0.06／0.05城山保育園

0.06／0.06もみの木保育園長峰

0.06／0.06若葉台バオバブ保育園

0.06／0.06もみの木保育園若葉台

0.06／0.06中島ゆうし保育園

0.07／0.08フェリーチェ稲城長沼園

0.05／0.05青葉幼稚園

0.06／0.05コマクサ幼稚園

0.06／0.07駒沢女子短期大学付属
こまざわ幼稚園

0.05／0.05はなぶさ幼稚園

0.05／0.05平尾わかば幼稚園

0.05／0.05矢の口幼稚園

0.05／0.05梨花幼稚園

今
回
の
測
定
結
果
を
基
に
し
て
年

間
換
算
値
を
推
計
し
た
と
こ
ろ
、

年
間
０
・　

ｍ　

以
下
（
自
然
放

４２

Sv

射
線
量
等
を
含
む
）
と
な
り
ま
し

た
。

※
測
定
の
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
も
公
表
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

市
内
の

市
内
の

空
間
放
射
線
量

空
間
放
射
線
量

測
定
結
果

測
定
結
果

　

測
定
結
果
は
国
際
放
射
線
防
護

委
員
会
（
以
下
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
勧
告

の
指
標
値
以
下
で
し
た（
注
）。

選挙人名簿登録者数 ������� （12月2日現在）

計
（人）

女
（人）

男
（人）投票所名投票

区
5,2622,4682,794稲城第一小学校1
6,1492,9513,198福祉センター2
3,1581,5751,583第 四 保 育 園3
2,1781,0391,139稲城第二小学校4
4,6682,2472,421稲城第四小学校5
3,1801,5191,661稲城第四中学校6
2,7761,4101,366平 尾 小 学 校7
5,1472,4382,709大丸地区会館8
4,3352,2222,113ふれんど平尾9
4,2502,0622,188稲城第七小学校10
5,3932,7452,648向陽台小学校11
2,3331,2231,110平尾自治会館12
3,6881,8881,800城 山 小 学 校13
3,7581,9731,785長 峰 小 学 校14
4,2602,1812,079若葉台小学校15
3,6111,7671,844稲城第三中学校16
3,7071,9181,789稲城第六中学校17
67,85333,62634,227合　　　計



（7）　代表電話は378－2111 ２５・１２・１５

受
講
者
募
集

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

詳
し
く
は
、
「
稲
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
ま
た
は
各
公
民
館
の
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
■問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

1　

・
２
２
１
２

３７７

開
催
し
ま
す
！

 　

東
京
み
な
み

JA
　

年
末
大
感
謝
祭

開
催
し
ま
す

　

京
王
沿
線
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

京
王
電
鉄（
株
）に
よ
る
京
王
沿

線
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
、
稲
城
市
内

を
コ
ー
ス
に
設
定
し
た
「
ぐ
る
っ

と
多
摩
川
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

本
企
画
に
は
、
稲
城
市
も
観
光

事
業
の
一
環
と
し
て
協
力
し
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
コ
ー
ス
は
京
王
よ
み
う

り
ラ
ン
ド
駅
か
ら
稲
城
駅
ま
で
の

約　
　

と
な
り
ま
す
。

１０
km

■日
 
　

月　

日（
土
）

１２

２１

▽
参
加
方
法　

①
当
日
の
午
前
９
時　

分
か
ら　

３０

１０

時　

分
ま
で
に
京
王
よ
み
う
り
ラ

３０
ン
ド
駅
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
コ
ー
ス
図
を
受
け
取
り
、
自
由

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

③
午
前　

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

１１

に
稲
城
駅
へ
ゴ
ー
ル
し
て
く
だ
さ

い
。

■問
 

京
王
電
鉄
株
式
会
社　

京
王
お

客
様
セ
ン
タ
ー　

1　

・　

・
６

０４２

３５７

１
６
１

　

地
場
産
野
菜
や
花
の
即
売
会
を

開
催
し
ま
す
。
な
お
、
稲
城
支
店

で
は
バ
ザ
ー
も
行
い
ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
金
）・　

日（
土
）

１２

２７

２８

■時
 

午
前
８
時　

分
〜
午
後
３
時

４０

※
品
物
が
無
く
な
り
次
第
終
了

■場
 
　

東
京
み
な
み
稲
城
支
店
（
稲

JA
城
な
し
の
す
け
が
来
ま
す
）
、　
JA

東
京
み
な
み
平
尾
直
売
所
駐
車
場

■問
 
　

東
京
み
な
み
稲
城
支
店
指
導

JA
経
済
課　

1　

・
６
０
０
２

３７７

■日
 

平
成　

年
１
月
９
日（
木
）

２６

■時
 

午
後
３
時　

分
〜
５
時

３０

■場
 

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
多
摩
（
多

摩
市
）

■内
 

日
本
経
済
の
展
望
と
政
治
の
行

方
〜
混
迷
す
る
政
治
・
経
済
！
ど

う
変
わ
る
日
本
〜

■講
 

与
良　

正
男
氏
（
毎
日
新
聞
論

説
委
員
）

■費
 

無
料

■申
 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■限
 
　

月　

日（
金
）

１２

２７

■主
 

■先
 

■問
 

公
益
社
団
法
人
日
野
法
人

会　

1　

・　

・
９
９
０
０

０４２

５９３

犯
罪
被
害
者

　
 
無
料
電
話
相
談

　

東
京
三
弁
護
士
会
多
摩
支
部
で

は
、
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
等

を
対
象
に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料

電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■日
 

毎
週
火
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

■時
 

午
後
１
時
〜
４
時

▽
相
談
先　

東
京
三
弁
護
士
会
多

摩
支
部　

1　

・　

・
３
８
７
０

０４２

５４８

■費
 

初
回
無
料

■問
 

東
京
三
弁
護
士
会
多
摩
支
部　

1　

・　

・
３
８
０
０

０４２

５４８

▽
職
種　

地
域
支
援
員

▽
資
格　

高
卒
以
上
で
パ
ソ
コ
ン

の
操
作
が
で
き
る
方

※
福
祉
資
格
を
有
し
、
普
通
自
動

車
運
転
免
許
あ
れ
ば
な
お
可

▽
職
務
内
容　

利
用
者
宅
の
訪
問
、

事
務
処
理
等

▽
勤
務
日　

週
３
日
ま
た
は
４
日

▽
勤
務
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時

▽
募
集
人
数　

若
干
名

▽
賃
金　

時
給
１
千
円

※
通
勤
手
当
（
上
限
あ
り
）
、
社

会
保
険
一
部
あ
り

▽
採
用
予
定
日　

平
成　

年
３
月

２６

１
日
（
年
度
契
約
、
更
新
制
度
あ

り
）

■申
 

履
歴
書
（
写
真 
貼
付 
）
に
応
募

ち
ょ
う
ふ

動
機
（
別
紙
可
）
、
「
地
域
支
援

員
希
望
」
と
記
載
し
て
、
持
参
ま

た
は
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■限
 

平
成　

年
１
月　

日（
金
）（
必

２６

１０

着
）

▽
選
考
方
法　

書
類
、
面
接
〔
平

成　

年
１
月　

日（
木
）予
定
〕

２６

２３

■先
 

■問
 

多
摩
南
部
成
年
後
見
セ
ン
タ

ー
（
〒　

・　

調
布
市
小
島
町
３

１８２

００２６

の　

の
２
第
一
荒
井
麗
峰
ビ
ル
２

６９
階
）　

1　

・　

・
５
８
０
２

０４２

４９８

助
成
し
ま
す

助
成
し
ま
す

保
健
施
設

 
保
健
施
設

温
泉
セ
ン
タ
ー

温
泉
セ
ン
タ
ー

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
が
、
助
成
を
受
け
て
利
用
で

き
る
日
帰
り
の
保
健
施
設
（
温
泉

セ
ン
タ
ー
）
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
保
健
施
設　

①
檜
原
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
数
馬
の

湯
」
（　

武
蔵
五
日
市
駅
か
ら
西

JR

東
京
バ
ス
数
馬
行
き
「
温
泉
セ
ン

タ
ー
」
下
車
）

②
奥
多
摩
温
泉
「
も
え
ぎ
の
湯
」

（　

奥
多
摩
駅
下
車
徒
歩
約　

分
）

JR

１０

③
秋
川
渓
谷
「
瀬
音
の
湯
」
（　
JR

武
蔵
五
日
市
駅
か
ら
西
東
京
バ
ス

上
養
沢
行
き「
瀬
音
の
湯
」下
車
）

④
ひ
の
で
三
ツ
沢
「
つ
る
つ
る
温

泉
」
〔　

武
蔵
五
日
市
駅
か
ら
西

JR

東
京
バ
ス
「
つ
る
つ
る
温
泉
」
行

き
終
点
、　

月　

日（
火
）〜　

日

１２

１７

２０

（
金
）は
設
備
点
検
の
た
め
休
館
で

す
〕

▽
自
己
負
担
額　

左
上
表
参
照

▽
利
用
方
法　

保
険
年
金
課
ま
た

は
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
（
保
険

証
を
持
参
）
で
発
行
す
る
利
用
券

を
保
健
施
設
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。　

▽
利
用
期
限　

平
成　

年
３
月　

２６

３１

日（
月
）

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

稲
城
押
立
第
一

稲
城
押
立
第
一

土
地
区
画
整
理
組
合

土
地
区
画
整
理
組
合

設
立
が
認
可

　

設
立
が
認
可

さ
れ
ま
し
た

さ
れ
ま
し
た

　
　

月
３
日
に
東
京
都
か
ら
稲
城

１２
押
立
第
一
土
地
区
画
整
理
組
合
の

設
立
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

▽
組
合
名　

稲
城
押
立
第
一
土
地

区
画
整
理
組
合

▽
事
業
名　

稲
城
押
立
第
一
土
地

区
画
整
理
事
業

▽
事
業
期
間　

平
成　

年　

月
３

２５

１２

日
〜
平
成　

年　

月　

日

２７

１２

３１

▽
施
行
地
区　

押
立
の
一
部

▽
施
行
面
積　

約
１
・
３
ヘ
ク
タ

ー
ル

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
 

市
街
地
整
備
課
事
業
調
整
係

子ども体験塾事業

科科学学のの世世界界にに
触触れれててみみよようう！！

１１日日子子どどもも科科学学館館
おおももししろろ科科学学実実験験教教室室

　

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
さ
ま

ざ
ま
な
感
動
体
験
を
提
供
す
る
た

め
、
稲
城
市
・
多
摩
市
・
町
田
市

が
共
同
で
実
施
す
る
事
業
で
す
。

麻
布
大
学
獣
医
学
部
【
①
・
②
】、

桜
美
林
大
学
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学

群
（
自
然
科
学
系
）
【
③
・
④
】、

玉
川
大
学
工
学
部
・
物
理
研
究
室

【
⑤
】
の
ご
協
力
の
も
と
、
科
学

実
験
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

■対
 

稲
城
市
・
多
摩
市
・
町
田
市
在

住
の
高
校
生
以
下
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者
の
方

■日
 

平
成　

年
１
月　

日（
土
）

２６

１１

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

■場
 

町
田
市
民
ホ
ー
ル
（
町
田
市
森

野
２
の
２
の　

）
３６

■内
 

①
「
顕
微
鏡
で
観
察
し
よ
う
！
」

（
顕
微
鏡
で
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
体

験
）

②
「
一
瞬
で
凍
ら
せ
て
み
よ
う
！
」

③
「
地
球
と
遊
ぼ
う
！
」
〜
地
面

の
揺
れ
を
科
学
す
る
〜

④
「
色
が
変
わ
っ
た
り
、
光
っ
た

り
す
る
反
応
を
見
て
み
よ
う
！
」

⑤
「
理
科
工
作
に
挑
戦
し
て
み
よ

う
」
ａ
＝
撮
っ
た
写
真
が
そ
の
場

で
３
Ｄ
に
！
、
ｂ
＝
惑
星
を
転
が

し
て
み
よ
う
！
、
ｃ
＝
顕
微
鏡
で

拡
大
し
て
み
よ
う
！

※
各
実
験
教
室
の
定
員
・
所
要
時

間
等
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
各
実
験
教
室
は
、
会
場
先
着
順

で
体
験
で
き
ま
す
。

※
開
催
時
間
内
で
あ
っ
て
も
材
料

が
無
く
な
り
次
第
、
終
了
と
な
り

ま
す
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■費
 

無
料

■問
 

町
田
市
子
ど
も
生
活
部
子
ど
も

総
務
課　

1　

・　

・
２
８
７
６

０４２

７２４

老健を上手に
利用しましょう
■問 稲城市保健センター

1378－3421
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稲
城
市
の
丘
の
上
に
あ
る「
ヒ

ル
ト
ッ
プ
ロ
マ
ン
」
は
稲
城
市

で
唯
一
の
老
健
で
す
。
介
護
老

人
保
健
施
設
、
通
称
「
老
健
」

は
要
介
護
者
の
在
宅
復
帰
を
目

指
す
施
設
で
す
。
特
色
は
、
入

所
・
通
所
双
方
の
サ
ー
ビ
ス
を

通
し
、
在
宅
復
帰
・
在
宅
生
活

継
続
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言

語
聴
覚
士
と
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
専
門
職
を
そ
ろ
え
、

よ
り
円
滑
な
在
宅
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
日
常
生
活
に
根
差
し

た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。

　

入
院
治
療
後
、
退
院
を
指
導
さ

れ
た
が
体
力
的
に
は
家
に
戻
る
自

信
が
な
い
、
あ
る
い
は
家
で
体
力

が
低
下
し
た
、
介
護
す
る
家
人
が

し
ば
ら
く
介
護
で
き
な
い
、
な
ど

の
事
情
の
あ
る
方
々
に
ご
利
用
い

た
だ
き
、
在
宅
に
戻
れ
る
よ
う
に

今
あ
る
能
力
を
生
か
し
、
体
力
の

回
復
を
図
り
、
で
き
る
だ
け
自
立

し
た
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
施

設
で
す
。

　

身
体
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

同
時
に
、
老
健
は
認
知
症
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。様
々
な
活
動
を
通
し
、

集
中
力
を
養
い
、
他
者
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
円
滑
に
な
り
、

日
常
生
活
の
中
で
の
気
分
の
起
伏

も
安
定
し
て
き
ま
す
。
少
し
ず
つ

笑
顔
と
や
る
気
が
増
え
て
く
る
の

は
職
員
に
と
っ
て
も
励
み
に
な
り

ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
各
療
法
士
の
み
な

ら
ず
、
医
師
・
看
護
・
介
護
・

歯
科
衛
生
・
相
談
等
の
専
門
資

格
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
常
勤

し
て
お
り
、
ご
利
用
く
だ
さ
る

皆
様
の
日
常
生
活
の
健
康
管
理
・

介
護
・
介
助
に
あ
た
り
、
ご
家

族
様
の
様
々
な
相
談
に
も
乗
り
、

入
所
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
通

所
・
訪
問
、
と
老
健
を
シ
ー
ム

レ
ス
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
自

立
・
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ご
高
齢
の
ご
家
族
・
知
人
を

お
持
ち
で
、
で
き
る
だ
け
長
く

在
宅
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
た

い
の
だ
け
れ
ど
、
こ
の
状
態
で

は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら

な
い
と
い
う
皆
様
、ぜ
ひ
一
度
、

老
健
の
相
談
室
の
扉
を
叩
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。
何
か
良
い
知

恵
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

稲
城
市
医
師
会　
 
田  
中 　
 
早  
苗 

た 
な
か 

さ 
な
え

保健施設　国保温泉センター
割引後の自己負担額一覧

子供
（小学生）

大人
（中学生以上
74歳まで）

施設名

200円400円（終日）①数馬の湯
200円400円（2時間）②もえぎの湯
200円600円（3時間）③瀬音の湯
200円600円（3時間）④つるつる温泉

※数馬の湯、もえぎの湯は、別途入湯税50円（12
歳以上）あり

嘱
託
員
募
集

多
摩
南
部
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

日
野
法
人
会

　

新
春
講
演
会



２５・１２・１５ 代表電話は378－2111　（8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。 凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

休
日
・
夜
間
救
急
の
医
療
機
関
案
内　

東
京
都
医
療
機
関
案
内
サ
ー
ビ
ス
「
ひ
ま
わ
り
」　

1　

・
５
２
７
２
・
０
３
０
３　
 　
 h

ttp
://w

w
w
.h
im
a
w
a
ri.m
e
tro
.to
kyo
.jp
/ 　

■問
 

稲
城
消
防
署　

1　

・
７
１
１
９

０３

HP

３７７

胃がん検診希望

1月31日（金）
保健センター実施分

1．住所
2．氏名（フリガナ）
3．生年月日（年齢）
4．電話番号
5．前回検診年月日
（分かる範囲で）

▲申込記入例

12月15日～31日 12月15日～31日 12月15日～31日 
　

か
か
り
つ
け
歯
医
者
が
な
い
お

子
さ
ん
、
食
べ
方
が
気
に
な
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
歯
科
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す
。

■対
 

平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
お
子

２３

１２

さ
ん

■日
 

平
成　

年
１
月　

日（
水
）

２６

１５

■時
 

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

２０

１０

３０

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■内
 

歯
科
健
康
診
査
、個
別
相
談（
食

事
や
歯
み
が
き
の
事
な
ど
）

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
、

コ
ッ
プ
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル　

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■限
 

平
成　

年
１
月
８
日（
水
）必
着

２６

※予約が必要な相談は、午前8時30分から午後5時まで予約を受け付けます（予約受付
日は各相談によって異なります）。
※栄養相談・健康相談は、電話（1378－3421）で予約を受け付けます（先着順）。
※経済課の相談は、電話（1378－2286）で予約を受け付けます（先着順）。
※消費者相談は、来室のほか電話（1378－3738）でも相談できます。
※福祉センターの相談は、電話（1378－3366）で予約を受け付けます。
※12月24日（火）の法律相談は、12月20日（金）に予約を受け付けます。
※12月18日（水）に予定していた女性の悩み相談は、12月25日（水）に変更となります。
※12月28日（土）に予定していた女性の悩み相談は、12月21日（土）に変更となります。

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
1

206

0804

112

1　

・

3
4
2
1

378

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

■対
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
接
種
日
現
在　

歳
以
上
の
方　

６５

②
接
種
日
現
在　

歳
以
上　

歳
未

６０

６５

満
の
方
で
、
心
臓
、
腎
臓
ま
た
は

呼
吸
器
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る

方
（
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）
及

び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
、
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可

能
な
方

■日
 

平
成　

年
１
月　

日（
金
）ま
で

２６

３１

■費
 

２
２
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方
や
中

国
残
留
邦
人
等
の
方
は
、
保
護
受

給
証
明
書
や
支
援
給
付
証
明
書
を

持
参
す
る
こ
と
で
無
料
（
全
額
公

費
負
担
）
に
な
り
ま
す
。

※
接
種
は
一
人
１
回
と
な
り
ま
す
。

※
②
の
方
は
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
医
師
の
診
断
書
の
コ
ピ
ー
を

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
市
外
の
医
療
機
関
で
の
接
種
を

考
え
て
い
る
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■申
 

直
接
、
指
定
医
療
機
関（
左
表
）

に
予
約
し
、
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

だ
よ
り 

商  

工  

会 

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ

ク
リ
ス
マ
ス

感
謝
祭

　

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
年
末
恒

例
の
ク
リ
ス
マ
ス
感
謝
祭
を

開
催
し
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
素
敵
な
品
や
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
。
抽
選
会

で
、
お
楽
し
み
商
品
を
当
て

よ
う
！

■日
 
　

月　

日
（
水
）
〜　

日

１２

１８

２０

（
金
）

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

■場
 

■問
 

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
（
大

丸　

の
５
、
川
崎
街
道
東
長

１１８
沼
交
差
点
南
）　

1　

・
６

３７７

５
４
６

　

広
報
い
な
ぎ
８
月
１
日
号
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
一
定
年
齢

の
女
性
（
左
表
参
照
）
に
子
宮
頸

が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
で
の
検
診
予

約
の
受
付
終
了
は
平
成　

年
２
月

２６

　

日（
木
）で
す
。

２７
　

一
日
の
予
約
数
に
限
り
が
あ
り
、

受
付
終
了
間
近
に
な
る
と
、
予
約

が
集
中
し
受
診
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
お
早
め
の
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
再

発
行
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲申込記入例

２歳児歯科
健康診査希望

１ ．1月15日（水）
２ ．幼児氏名
　　（フリガナ）
３ ．保護者氏名
４ ．幼児生年月日
５ ．住所
６ ．電話番号

平成25年度高齢者インフルエンザ
予防接種指定医療機関一覧

電話番号医療機関名
377－6433谷平医院

379－0939矢野口クリニック

377－4116稲城やまざき整形外科

377－0035こせき内科クリニック

370－8770かじわら内科泌尿器科
クリニック

313－9272菜の花クリニック

377－6027松本医院

379－4851東長沼クリニック

370－7611稲城腎・内科クリニック

379－4870あべ内科クリニック

377－6128稲城診療所

予約時間帯
【午前9時
～午後4時】

377－1421

稲城市立病院
健診センター

401－3733いしがき医院

378－3333菊池医院

370－7363栄耳鼻咽喉科クリニック

331－8570簡野クリニック

331－8201高クリニック

331－8221平尾内科クリニック

378－3224桜井医院

377－3087竹田耳鼻咽喉科気管食
道科医院

378－6677向陽台クリニック

350－7171長峰クリニック

350－6075若葉台クリニック

350－5355なかざわ整形外科

検診対象者年齢（生年月日）

子宮頸がん検診
【20歳】平成  4  年4月2日

～平成  5  年4月1日

【25歳】昭和62年4月2日
～昭和63年4月1日

【30歳】昭和57年4月2日
～昭和58年4月1日

【35歳】昭和52年4月2日
～昭和53年4月1日

【40歳】昭和47年4月2日
～昭和48年4月1日

乳がん検診
【40歳】昭和47年4月2日

～昭和48年4月1日

【45歳】昭和42年4月2日
～昭和43年4月1日

【50歳】昭和37年4月2日
～昭和38年4月1日

【55歳】昭和32年4月2日
～昭和33年4月1日

【60歳】昭和27年4月2日
～昭和28年4月1日

胃
が
ん
検
診

■対
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

５４

れ
の
方
（
原
則
１
年
度
に
１
回
の

受
診
）

※
胃
等
の
手
術
を
し
た
方
、
治
療

中
の
方
、
腎
疾
患
・
心
疾
患
で
水

分
制
限
の
あ
る
方
、
妊
娠
中
の
方

を
除
く
。

■日
 

平
成　

年
１
月　

日（
金
）

２６

３１

■時
 

午
前
７
時　

分
〜
正
午

４５

※
呼
び
出
し
時
間
の
指
定
が
あ
り

ま
す
。

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
抽
選
）

５０
■内
 

問
診
、
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
胃
部

エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査

■費
 

１
３
３
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

４４０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

■限
 
　

月　

日（
火
）必
着

１２

２４

※
抽
選
結
果
は
平
成　

年
１
月　

２６

１５

日（
水
）ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

肺
が
ん
検
診

■対
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

４９

れ
の
方

■日
 

平
成　

年
３
月　

日（
月
）ま
で

２６

３１

の
平
日

■場
 

市
立
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

■内
 

問
診
、
低
線
量
胸
部
Ｃ
Ｔ
撮
影

■費
 

３
６
８
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は
１
２
２
０

円
（
保
険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要

で
す
）

■限
 

平
成　

年
２
月　

日（
金
）必
着

２６

２８

※
毎
月
末
締
切
で
翌
月
中
旬
に
受

診
票
等
を
郵
送
し
ま
す
。到
着
後
、

市
立
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
に
予
約

を
し
て
受
診
く
だ
さ
い
。
な
お
、

市
立
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
の
予
約

枠
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

受
診
で
き
な
い
場
合
は
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◆
共
通
事
項

▽
費
用
免
除

①
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

②
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

③
中
国
残
留
邦
人
等
の
方

※
詳
細
は
、
申
込
後
に
通
知
さ
れ

る
受
診
決
定
通
知
、
ま
た
は
受
診

券
等
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参
、
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス（ 　
 h

ttp
s://

HP

w
w
w
.e

‐tetsuzuki９９
.com

/tokyo/

、
携

帯
電
話
か
ら
は

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
お

子
宮
子
宮
頸
 
頸 
が
ん
が
ん
・・

け
い

乳
が
ん

乳
が
ん
検
診
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

 

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

お
持
ち
の
方
へ

お
持
ち
の
方
へ

　

「
が
ん
」
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症

状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
て
い
き
ま

す
。
「
が
ん
」
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
た
め
に
は
、
「
症
状
が

な
く
て
も
定
期
的
に
が
ん
検
診
を

受
け
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

肺がん検診希望

1．住所
2．氏名
　　（フリガナ）
3．生年月日
　　（年齢）
4．電話番号

▲申込記入例

２
歳
児

２
歳
児歯

科
健
康
診
査

歯
科
健
康
診
査

高
齢
者
な
ど
の

高
齢
者
な
ど
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

予
防
接
種

＋休日急病診療所　菜の花クリニック（東長沼）9時～5時 �� 1313－9272
＋休日薬局　　　　ゆずりは薬局（東長沼）9時～5時 ���� 1370－5057日12/○15 
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係月16

3カ月～4カ月児健康診査（平成25年8月生まれ） 保健センター
栄養相談 9時10分～正午（前日までに予約） 保健センター
健康相談 9時30分～11時（前日までに予約） オーエンス健康プラザ
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
遺言書作成などくらしの書類作成相談
 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火17

1歳6カ月児健康診査（平成24年5月生まれ） 保健センター
心配ごと相談 10時～正午 福祉センター
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
高齢者・障害者の法律相談 1時30分～4時30分（予約随時） 福祉センター
住宅リフォーム相談 1時30分～4時30分（予約終了） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

水18

3歳児健康診査（平成22年11月生まれ） 保健センター
1歳児歯科健康診査（平成24年11月生まれ） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
税務相談 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木19

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
人権・身の上相談 1時30分～4時30分（予約随時） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

金20

女性の悩み相談 10時～4時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係土21

＋休日急病診療所　稲城腎・内科クリニック（東長沼）9時～5時  1370－7611
＋休日薬局　　　　かしの木薬局（東長沼）9時～5時 ���� 1370－4193日○22 
＋休日急病診療所　若葉台クリニック（若葉台）9時～5時 �� 1350－6075
＋休日薬局　　　　アイセイ薬局若葉台店（若葉台）9時～5時  1350－6171月○23 
栄養相談 9時10分～正午（前日までに予約） 保健センター
法律相談 9時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火24

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
女性の悩み相談 10時～4時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
不動産相談 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係
年金相談 9時～正午・1時～4時 平尾出張所

水25

法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木26

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係金27

休日開庁　8時30分～正午・1時～5時
 ������ 市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課土28

＋休日急病診療所　長峰クリニック（長峰）9時～5時 ���� 1350－7171
＋休日薬局　　　　サンリ薬局長峰店（長峰）9時～5時 ��� 1350－3577日○29 
＋休日急病診療所　簡野クリニック（平尾）9時～5時 ���� 1331－8570
＋休日薬局　　　　さくら薬局稲城平尾店（平尾）9時～5時 � 1331－2796月○30 
＋休日急病診療所　向陽台クリニック（向陽台）9時～5時 �� 1378－6677
＋休日薬局　　　　徳永薬局向陽台店（向陽台）9時～5時 �� 1370－7255火○31 
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